
□ 境 イス手の本体 (T多 噴 壺ス髯動 け ぃて

月Ⅲ
l俣 ニダZl.は  さゃttち 名晨枠 のあろ(S)■′

あ と、さヤを

tたず払及 椎のな しヽ(R)型 菌
"vあ

る。.14・ P午 ィ十“リスの

(/7い リクス)11)欠 のようナI喫 馬象1 ク可った。

(S)理 菌 乞ネス1ミ
|ミ 尭月■寸ら、 スでミは何わ発にアよ)た 、

(た )■'あ ■ スでこ|・ )士 舅可ろと ネでこは月中炎 lミ ガうなか,た。

③ (3)型 歯■十分カロ無 して ,士 射すると スでこは月わズ|ミ ならなかユ 。

④ 十坊力』熱 殺払 した (S)型 菌 t(え )■ 毯 |ミ 滉合して 下ズビ

tt)=射 ぅちY畷 熟 し及 体から(S)理 偽ヵ、ヽ本質なされた。

t八 11(R)■ ちか (9)■'泌 の
‐
T夕 箕ttフ ょぅ1ミ だ)た ため

であるo このような丁臭象t(奮ち貿宇スす安 )と いう.

年表ぃてェタ リ`ーらは 3欠 のよう■女′馬矢トユリ 月わl拠 】求色の■夕笑専スキ争

国 ち(R型 ね tS地 色 に女たろけ匂質 )功ヽヽ(DNA)■ 負あろ、ぃぅ 実験

筵果tクそて この物質ハ遺伝稽報t稗ってt、 るにし1う |フ の有ヵ

像 機 手員へt示 しT_。

S■ ●tサ リつだしマイ宅す・ 幼 公たな生tた R響揚2)え化すると

青/ク 噴脅ス晩 l■ (たい ろ )。

S・と偽のキぬ 力 tタ ンパク後ケ角η画な赤・
・知じ望して,ガ クヾ質惑

除 いた夕後、ltヽ た ■々bγ レ孔句 ろY平う質転数 は た ち ),

① s調理為 の 1由 矢漁 t DNA肴 伯躊凸た案 .・ 無多生して DNハ な ア気 いた

衛 _4き たRttb Y颯たりろしてち質転控 |・ (を・らなη♪。


